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「井邑詞」 と伊勢物語の 「井筒」
梅 山 秀 幸
私は近々15世紀の朝鮮を代表する儒者官僚である成侃の 『傭斎叢話』を翻訳刊行する予定
でいる(ll月20日に作品社 より刊行 された)。
朝鮮半島で作 られた漢詩の評論 とその作成時のエピソー ドをまじえた詩話 という形で生 ま
れ,散 文文学 として発達 した稗史小説は,高 麗時代の李斉賢の 『櫟翁稗説』,朝鮮時代 の徐
居正の 『筆苑雑記』・『太平閑話滑稽伝』などで,作 者の生活の舞台である宮廷政治や,両 班
の生 き方,さ らには市井に生きる人々の風俗を取 り入れながら,文学 としての豊かさを獲得
してい く。成侃の 『傭斎叢話』は朝鮮前期におけるその集大成であり,白眉 といってよい作
品である。
そのジャンルを随筆 というべ きか,小説というべ きか(現在いう小説ではなく,世俗 を扱っ
た破閑止睡の虚妄な話 という意味 も含んで),内容は極めて雑駁であ り,時代 は古代か ら近
世にわた り,空間的には中国と日本,あ るいは沖縄 を含んでいる。朝鮮社会を構成する王 ・
将相,詩 人 ・文豪 ・書画家 ・音楽家などの芸術家たち,の みならず,社 会か らは疎外された
寡婦 ・僧侶 ・ムダン ・妓女たちはもちろん,奴 碑たちにまつわる話 まで漏らす ことなく取 り
込んでいる。 ソウルの朝廷 とそこに出仕する官吏たちの裏面史はもちろん,歴 史 ・地理 ・風
俗 ・習慣 に至るまで扱っていて,百 科全書の ような性格を帯びつつ,そ の中に朝鮮の人々の
価値観 を推 し測ることができる。読者それぞれの関心に応 じて朝鮮の歴史 と社会への知見 を
与えて くれると思われる貴重な書物である。
物語 としての妙味 もいくつかの話の中には見出すことができ,た とえば,第五巻を取 り上




りのない不将な生き方 というしかないが,燗 熟 したソウルの社会の一面 を示 しておもしろい。
第二十三話お よび第二十四話では地方回 りの官僚 と妓生の恋や駆け引 きを語っているが,日
本で粋(ス イともイキとも)というもの,そ れを韓国ではモッというようであるが,ソ ンビ
たちの振 る舞いに,あ るいはそれを語る成侃のものがたる視点にそのモッを感 じとることが
で きよう。
キーワー ド:伊勢物語,井 邑詞,桓 武天皇,百 済王族,鷹 狩 り
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成侃 とい う人物の人 とな り,そ して 『傭斎叢話』については別の機会に譲 りたいが,私 が
この人に関心を持 ち始めたのは,実 は別の理由がある。15世紀は朝鮮ルネッサ ンスともいう
べ き時代だ と考えられるが,世 宗以来の文芸隆盛の時代の悼尾 をか ざる 『楽学規範』 という
音楽の大百科事典が編纂 される。「礼楽」 と一 くくりにして儒教ではいうが,楽 をもって心
をしずめ,礼 でもって形式をととのえれば,天 下はおさまる。あるいは,「礼楽刑政」 とも
いう。礼 と楽が整えられた上で,刑 をもって好邪 をふせ ぎ,政 をもって道を実行すれば,国
家は平和 に統治 されるであろう。だから,礼 も楽も刑 も政 も目的 とするところは同 じだとい
うことになる。朝鮮王国が建国され,儒 教を国教 とすることになって,『朱子家礼』 にのっ
とって礼式は行われ,『経国大典』が敷かれて刑政が行われるようになると,音楽 も整えら
れる必要が生 じて来る。英明なる世宗 ・世祖の後 を受けて,成 宗の時代 に 『楽学規範』が編
纂されることになるが,成 侃は掌楽院提調として 『楽学規範』の編纂 を主導 した人物でもあっ
た。女楽 とて大切 な風俗であ り,朝鮮の伝統的な文化であ り魂なのだと考えられたらしい。
成侃は名門の出であ り,エ リー ト中のエリー トといっていいが,身 分の低い楽人たち,妓生
たち,市 井の名演奏家などもわけへだてることな く加えてこの事業に精力的に取 り組んだよ
うである。
その 『楽学規範』のなかに幸運にも百済の歌謡である 「井邑詞」が採集されていた。
朝鮮八道 という,そ の八道の中の全羅道は古代の馬韓,そ して百済の故地であって,日 本
とも古 くか ら深い関わりをもっている。4世 紀に日本に儒教 と文字が入 ってきたのも,そ し
て6世 紀に仏教が入ってきたの も百済からだったし,7世 紀の後半に百済が滅亡する際にも,
日本は援軍をわざわざ白馬江まで派遣 して大敗を喫 している。その後,百 済の遺民たちが続 々
と日本 に渡 り,その子孫たちが絢燗たる天平文化の創造の一翼を担ったことも否定で きない。
たとえば,万 葉集の歌人の山上憶良など百済出自の人であ り,漢字を使 って日本語の音韻 を
表記すること自体,や はり数多 くの無名の百済からの渡来人の知恵の産物だったと考えられ
る。 日本 との因縁の深さをさらにいえば,文 禄 ・慶長の役,あ るいは韓国でのいい方を用い
るならば壬辰倭乱 ・丁酉再乱において,薩 摩藩が荒らしまわ り,人びとを拉致 した上,多 く
の文物 を奪い去 った し,また日清戦争の発端になった甲午農民戦争 もこの地で起 こって日本
軍が強引に出兵 をすることになる。
西の古 くか ら敵対関係にあった新羅の険峻な土地とは違い,は なはだ寛闊で広々とした肥
沃な平野が広が り,そこに独 自の風雅 も生まれ,育 まれたという。井邑(チ ョンオ ップ)と
いう町はその全羅道の中央 に位置 していて,現 在の,全 羅道を南北に二分 して後は,全 羅北
道の最南端,全 羅南道 との境界に位置する町になる。 もちろん名称には変遷があって,こ の
井邑は百済時代 には井村 といった。新羅時代,景 徳王の時に井邑と改められたわけだが,近
代になって市制が施行されるようになって井州市 となり,やは り古名 を尊ぶべ きだとい う考
え方からか,井 邑市に復 したということになる。
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私は,お そらく25年前にこの町を訪れていて,白 羊寺 という名刹 を見学するために井邑で
バスを乗 り継いだはずである。東学党の乱が勃発 した古阜に行 く時にもここを通 っているは
ずなのだが,し か し,記憶はあいまいである。そのときほかに訪れた安東や全州のように朝
鮮時代の面影を残す古い町並みがあるわけではな く,夏の暑い 日盛 りの中をほこりを舞い上
げて走るバスや,市 のにぎやかな様子 と莫蕗の上 に広げられた真っ赤な唐辛子の色が記憶の
中にかすかに残 っているに過ぎない。しか し,その町のことがここ数年,脳 裏にまといつい
て離れたことがない。 もう一度,ぜ ひ行 ってみる必要があると思いながら,そ れがなかなか
で きないでいる。そ して,そ の町について勝手な想像を繰 り返 しているのである。すなわち,
中央 に井戸があって形成 された小 さな集落。
その井戸のそばには大人たちとともに幼い子 どもたちが集まって遊んでいる。
一組の男の子 と女の子が井戸のそばで背比べ をしている。
ことばには出さないまでも,大 きくなったら,夫婦になるもの と思 っている。




新羅の歌謡は 「郷歌」 として 『三国遺事』 などに25首ほど残っている。同時代 の日本 に
『万葉集』があ り,記紀歌謡 などがあるのにくらべると,そ の数はまことに蓼々たるものと
いわざるをえない。 しかし,われわれ日本人はそのことを誇っていいわけではない。それほ
どまでに韓半島は絶えざる戦火をくぐり,過酷な歴史の転変を味わってきたということであ
り,しか も,何度 も戦火をもたらした重い責任が他 ならぬ日本にはある。 ともあれ,新 羅歌
謡が25首残っただけで も幸いといわな くてはならない。その新羅 と唐の連合軍に滅ぼされた
百済の歌謡にいたってはわずかに1首 が残 り,高句麗歌謡はまったく残 らなかった。百済歌
謡の1首 とはず っと後の朝鮮時代の成宗6年(1475)にそれこそ成侃 らの手によって編纂 さ
れた 『楽学軌範』に収められた ものであ り,その名も 「井邑詞」に他ならない。
古 くから井邑に伝 えられた歌謡が,高 麗時代に李混によって曲調を整えられて宮廷雅楽 に
取 り入れられ,さ らに朝鮮時代 にも生 き残った,そ れが 「井邑詞」であ り,歴代の宮中での
「国謙呈才」,すなわち公式の宴礼の際の歌舞 として,歌 われ舞われたとい うことになる。
『楽学軌範』は図を挿入 しなが ら説明 しているが,『増補文献備考』はさらに妓生の数を増や
して華麗になった演奏 ・演舞の仕方を詳 しく記 している。
まず楽師が楽工16人を引き連れ,鼓 と台具 とをもって東の柱か ら入 って きて,そ れ らを殿
中に置いて出て くる。楽師は鼓の槌十六個をかかえて束の柱の方から入ってきて,鼓 の前 に
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置いて出て くる。そ して,多 くの妓生たちが 「井邑詞」を歌い,楽 工たちが 「井邑漫機」 を
演奏することになる。妓生八人ずつが広い袖の着物 を着て左右に分かれて登場 し,鼓の前 に
立って北の方(王 の方)に 向ってまっす ぐに進み出,脆 いてから拝伏 し,立 ち上がって足 を
踏み鳴らす。ふたたび脆いて細い袖に改めて立って舞い,舞 い終わると,並 んで手を洪いて
脆 き,また槌を取 って手を操いたまま立ち上が り,足 を踏み鳴らしながら舞い,前 に進み出
て,左 右が一列 に並 んで,左 に旋回する。鼓を打ちなが ら舞い,杖 鼓の隻声 ・鼓声 とい う手
順で打ち鳴 らして 「井邑中機」を演奏 し,楽の音がさらに激 しくなると杖鼓の隻声を越える
勢いで鼓を撃って 「井邑急機」を演奏する。楽師は節次の遅速にしたがって一節 ごとに拍子
を撃つ。八人の妓生は手を洪いて退 き,一列に並んで脆 き,槌 を元あった場所に置いて手 を
洪いて立ち,足 を踏み鳴 らしなが ら退いてい く。楽がやみ,楽 工十六人も鼓をおさめて出て
行 き,楽師は鼓の槌 を集めて出て行 き,そ して終わる。
「井邑中機」 と 「井邑急機」での杖鼓と鼓の打ち方の解釈 に少 し自信がないが,宮 廷の楽
としてはなはだ華やかに洗練された形のものであったと思われる。現在で も国立舞楽院など
で演 じられることがあるのかもしれないが,妓 生たちが歌 う 「井邑詞」の歌詞そのものが,
『楽学軌範』 には収められているわけである。古いハ ングル表記 をそのまま写す と次のよう
になる。
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毫苛 蓋。ト暑立入㌃ 望司 望司 日囲 皇ス1叫
(月よ 空高 くのぼり はるか遠 くをお照 しください)
刈刈 叫月ス1ゼ7L皇ぞ判暑 三司音刈叫
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(市場へお通 い になる 泥/Yを踏 みな さるな)
司網τ斗(ロ陪)寺 ・皇 ス1(司)叫 τま型7ド 壬司 相望刈1叫
(どうかお心 をお鎮 め くだ さい 主の道 よ もやぬか るか と恐 る)
宮廷で奏される以上,歌 の意味は王の治世に関連づけて説明されることになる。
王 よ,月 のように空高 くお上 りになって広 く天下の民をお照らしください。政をご覧にな
りながら,ご失政のなきように。 どうか平静にお心をお持ちになって,こ の世の混乱に足 を
取 られぬようお祈 りします,と 。
英遇な君主がその徳によって天下を光被する理想的な治世への願いと祝福 を込めて歌われ,
舞われることになる。
しか し,も ともとの歌の意味が もっと素朴なものであったことはいうまで もない。暗い夜
に市場へ と行商 に出かける夫の行路を心配する妻の心を歌った ものであることは容易に理解
で きる。朝鮮時代の官撰の地誌である 『東国與地勝覧』巻34「井邑 ・古跡」の条には,
「井邑は全州に属する県である。この県人の一人が行商に出て行 き,長 らく帰って来なかっ
た。その妻は,村 の山の岩 にのぼって夫の身の上 を思い,夜 道を歩いて或は害 を受けはしな
いかと心配 しこれを泥水に托 して歌ったのがこの歌で,望 夫石が県の北十里の所 に,登 帖望
夫石 として今 もある」
と記 している。
「井邑詞」の古事を踏 まえた 「望夫石」 という古蹟まで存在するというのである。
さて,日 本の 『伊勢物語』というのは 『竹取物語』 とともに平安時代 に花開いた物語文学
の先駆 をなす作品である。10世紀の初めにはほぼ成立 していた と考えられるが,在 原業平 と
おぼしきヒーローが恋愛を繰 り広げる,そ の相手 には天皇のお后になるような女性,け っし
て人間の男 と恋 に陥ったりしてはならない伊勢神宮 に仕える女性などが含まれ,そ の不幸な
道ならない恋愛の中に 「みやび」 という美意識 を成立させることになる。「みやび」 という
のは 「みやこふ うの恋愛」 の意味であ り,中 世に南 フランスで成立 した 「amourcourtois
(宮廷恋愛)」に比較することがで きるか もしれない。「amourcourtois」が 「amourgaulois
(ガリア人の卑俗 な恋愛)」に対立 して成立す るように,「みやび」は 「ひなび」に対立 して
生まれた美意識であ り,やは り野鄙な色恋ではな く,宮廷風の恋愛作法 を意味することにな
る。宮廷風 の恋愛作法では 「amourcourtois」が roubadourたちの清新な詩を生み出すよう
に,日 本で も和歌が欠かせない ものであ り,男女は美 しいことばをつむいだ和歌 を介 して心
を通わせるようになる。『伊勢物語』は歌物語 という形式をとっているが,男 女が歌 を交わ
す,そ の状況を簡単な散文で説明する。それが物語に発展 してい くことになる。それは朝鮮
の稗史小説あるいは野謳が,高 麗の李仁老の 『破閑集』や崔滋の 『補間集』 といった詩の成
立(漢 詩ではあるが)の 状況を語 り,その詩の批評を行い,作者の人物論 を展開する 「詩話」
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の形式から出発するの と似ているともいえる。いずれにしろ,『伊勢物語』から百年後 には,




むか し,田舎わたらひしける人の子 ども,井 のもとに出でてあそびけるを,大 人になりに
ければ,お とこも女 も,恥ちかはしてあ りけれど,お とこはこの女 をこそ得めと思ふ,女 は




くらべこし振分 け髪 も肩すぎぬ君ならず して誰かあ ぐべ き
などいひいひて,つ ゐに本意のごとくにあひにけ り
さて,年 ごろ経 るほどに,女,親 な くたよりな くなるままに,も ろともにいふかひなくて
あらんやはとて,河 内の国,高 安の郡 に,い きかよふ所出できにけり。さりけれど,こ のも
との女,悪 しと思へるけしきもなくて,出 しや りければ,お とこ,異心あ りてかかるにやあ
らむと思ひうたがひて,前 栽の中にか くれゐて,河 内へいぬる顔にて見れば,こ の女,い と
よう化粧 じて,う ちながめて,
風吹けば沖つ白浪たつた山夜半にや君がひとり越 ゆらん
とよみけるを聞きて,限 りな くかなしと思ひて,河 内へ もいかずなりにけり。
まれまれかの高安に来て見れば,は じめこそ心 にくもつ くりけれ,今 はうちとけて,手 つ
からいゐがひとりて,笥 子のうつわ物 に盛 りけるを見て,心 うが りていかずな りにけり。 さ
りければ,か の女,大 和の方を見や りて,
君があたり見つつを居 らん生駒山雲なか くしそ雨は降るとも
といひて見いだすに,か らうじて,大和人来むといへ り。 よろこびて待つに,た びたび過 ぎ
ぬれば,
君来む といひし夜 ごとに過ぎぬれば頼 まぬ物の恋つつぞふる
といひけれ ど,お とこ住まずなりぬ。
「田舎わたらひ」 というのを,『伊勢物語』は貴族の物語だから,貴 族で地方のい くつか
の長官を歴任 した人というふうに,学 者たちは解釈するのだが,普 通 に考えれば,田 舎を渡
り歩 く行商をしていた人 ということになる。その子 どもたち,男 の子 ・女の子が井戸の もと
に出ていっしょに遊んでいたが,大 人になって,お 互いに恥 じらい合 うようになった。 しか
し,相手を思 う気持ちは深 まって,親 たちが他の結婚相手 を薦めても肯 んじない。男が
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筒井つの井筒 にかけしまうがたけ過 ぎにけらしな妹見ざるまに
(大きくなったら結婚 しようと,井戸の高さを目指 していた背の高 さもそれを越 して しまっ
たよ,君 と会っていない間に)
と歌い,そ れに対 して,女 が
くらべこし振分髪 も肩すぎぬ君ならず して誰かあ ぐべ き
(お互いに比べあってきた髪の毛の長 さも肩 よりなが くなって しまいました。あなた以外 に
だれがこの髪の毛を上げて くれるでしょう。あなた以外に結婚相手はいません)
と歌って,「つゐに本意のごとく(と うとう最初の思いの とお りに)」結婚することになる。
そうしてめでた く二人の生活が始まることになるのだが,女 の 「親な くたよ りな くなるま
まに(親 が死んで経済力がな くなって しまい)」,二人の生活は立ち行かな くなってしまう。
高群逸枝 とい う女性の社会学者は日本の上代の結婚制度の研究に大 きな足跡を残 した。その
高群によれば,か つての日本では男が女の家に婿入 りをする招婿婚が行われていて,そ の社
会では男は 「寄生虫」ならぬ 「寄生婿」であって,女 の実家の経済力 にたよって生活 してい
た。 この物語でも,女 の親が死んで経済力がなくなると,男は 「もろともにいふかひなくて
あらん」よりは,つ まり,二人で貧乏生活を続けるよりはと考えて,他 の寄生すべき相手 を
「河内の国,高 安の郡」に探 し出して,通 うようになるのである。元の女は大和(奈 良県)
にいて,新 しい女 は河内(大 阪府)に いる。奈良県と大阪府の問には生駒山地があるが,そ
こを越 えて新 しい女の もとにいそいそと男は通 うようになる。 ところが,も との女はそんな
男を少 しも恨むふうではな く,他の女のところへ行 く夫を送 り出す。女があま りにも平然 と
しているので,女 自身にも他 に男ができたか ら嫉妬 しないのではないかと男は疑い,河 内に





と歌 う。そのような女の心根を 「限 りな くかな し(す ばらしい)」と思 って,男 は河内の女
のもとへは行かな くなってしまう。
たまたま河内へ行 ってみると,女 がすっか りうちとけて,自 分自身で しゃもじをとってご
飯を盛っている。その下品さがいよいよいやになって,す っか り河内へは足が途絶えてしまっ
た,と いうことになる。
「井邑詞」の歌詞内容 と 『伊勢物語』の 「井筒」の章段の女が夫 を思いやって歌った歌の
内容は同 じだと思 うが,ど うであろうか。行商にい くか,女 の もとへ行 くかのちがいはある
にして も,ど ちらも夫の行路 を心配 して歌ったものといえよう。「井邑詞」 には幼年期の話
こそない ものの,伊 勢が 「田舎わたらひ」 といって男を行商人らしくしているのも気になっ
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て,こ の二つに関連はないのかと私が考 え出 してから,実 はすでに数年が経っている。 しか
し,論文にするに当たっては,あ まりに材料が不足 している。さきに述べたように,百済は
7世紀の末に滅亡 し,多 くの人々が 日本に渡ってきた。この 『伊勢物語』23段の舞台 となる
生駒山地をはさむ大和 と河内にはそのとき百済から渡来 したおびただしい人々が居住 したは
ずであ り,それは地名などからも容易 に証明することができるはずである。その人々が百済
か らたずさえてきた歌謡の詞章,お よびそれにまつわる物語が伊勢物語 に生かされたのでは





本紀』は確かに 「崩」の字 を用いていて,そ の死 には最高の敬意が払われていることになる。
その 「崩伝」は次のようにいっている。
「皇太后,姓 は和氏,諦 は新笠。贈正一位乙継の女なり。母は贈正一位大枝朝臣真妹なり。
后の先は百済の武寧王の子純陀太子 より出づ。皇后,容 徳淑茂にして,夙 に声誉 を着す。天
宗高紹(光 仁)天 皇龍潜の日,娚 きて納れ給たまふ。今上 ・早良親王 ・能登内親王を生めり。
宝亀年中に姓を改めて高野朝臣とす。今上即位 きたまひて,尊 びて皇大夫人 とす。九年,追
ひて尊号を上 りて皇太后 と日す。その百済の遠祖都慕王は,河 伯の女,日 精に感でて生める
所な り。皇太后は即 ちその後 なり。因 りて=rteを奉 る。」
この高野新笠 にかかわる系図は,そ の後喬までたどると次のようになる。武一 塑塑コ
【同野氏】乙継圃舶濠㍉
臨鷺 在原行平業平守平
日光に感染 して受胎するという神話は韓国によく見 られるものであるが,河 伯の娘が 日光
と交わって都慕王を産んだということと,そ の子孫の娘が 「新笠」 という諮を奉 られたとい
うことに,ど う脈絡があるのであろうか。笠をかざす という行為が 日光を避けるよりも,む
しろ貴人の存在 を示 し,神 を寄せる行為だったということなのだろうと思われる。新笠には
巫女的な素質が備わっていて,河 伯の娘が 日光に感染 して貴子を生むことができたように,
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百済王の血を継いでいる和氏の娘 も貴子 ・桓武天皇を生むことがで きたとい うことになるで
あろう。いずれにしろ,武 寧王 ・純陀太子 という嫡 々たる百済王家の血が桓武天皇には流れ,
在原業平はそれをまた受け継いでいることになる。また百済王家が 「和」氏を名乗るのは奇
妙であるが,そ れは居住地から説明するよりも,む しろマルセル ・モース流の贈与論か ら説
明する方がいいであろうと思われる。名前はプレゼン トされるものでもあ り,この系譜によ
れば宇奈羅の時代 になにかのきっかけで 「ヤマ ト」の名が贈 られたのである。
さて,『伊勢物語』 を一通 り読み返 してみると,日本人学者がこれまで指摘 してこなかっ
た,百 済王族 との深い関わ りで考えられるべ きもう一つの重要な視点があることに気がつ く。
まず,冒 頭の章段 を引用 してみよう。
むか し,お とこ,う ゐか うぶ りして,平 城 の京,春 日の里 に しる よし して,狩 に往 にけ り。
その里 に,い とな まめ いたる女 は らか ら住み け り。 このお とこ,か い まみ てけ り。お もほえ
ず,古 里 にい とは したな くてあ りければ,心 地 まどひにける。お とこの着 た りける狩衣 の裾
を切 りて,歌 を書 きてやる。その お とこ,し のぶず りの狩衣 をなむ着 た りける。
春 日野の若紫 のす る衣 しのぶの みだれ限 り知 られず
となむ,を い つ きてい ひや りける。 ついでお もしろきこ とともや思 ひけ ん,
みちの くの忍 もちず り誰 ゆへ にみだれそめ に し我 な らな くに
といふ歌の心 ばへ な り。昔 人 は,か くい ちはや きみや びをなん しける。
「うゐかうぶ り(初冠)」,つまり初めて冠をつけて成人になる,今 よりも若 く14,5歳だっ
たろうと思われるが,そ れはまた恋愛 をしてもいい年齢に達 したことをも意味 している。 こ
れから主人公の恋愛遍歴が始まるのだという予告 をしていて,恋 愛 こそがこの物語のテーマ
であるか ら,読者はそちらにばか り気 を取 られがちである。ところが,「ならの京,春 日の
里にしるよしして,狩 に往 にけり」 とあって,こ の物語の主人公が男子 として成人 した最初
にしようとしたのは実は狩だったのである。狩 という行為は極めて男性的な行為であ り,も
ちろんアナロジー として異性を手 に入れる行為に似通っている。英語でhuntingということ
ばが両義的で また異性を手 に入れる隠喩的な表現 になることが,そ の間の事情をよく表 して
いよう。ロシア ・フォルマリス トの文芸批評なら,particularizationとで もい うか もしれな
い。狩は鷹狩だったと思われるが,そ のために今は廃れた奈良の都にでかけ,そ こで美 しい
姉妹に出会って恋におち,こ の姉妹を狩ろうとするのである。ここには,現 代ではわか りに
くくなっているが,民 族学でいうソロレー ト婚の習俗の名残があって,姉 妹を同時に手に入
れようとしている。そのとき,男 はどうしたか。男は自分の恋心を告げるために,た いへん
ファッショナブルで色鮮やかだったはずの 「狩衣」の裾を破 って,そ れに歌を書 きつけて送
る。冒頭の章段から 「狩 り」がモチーフとして使われていることに注意 しなければならない。
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あるいは五十一段,た いへん短い章段である。
むか し,お とこあ りけり。人の もとよりかざり綜 をこせた りける返事 に,
あやめ刈 り君は沼にぞまどひける我は野に出でて狩るぞわび しき
とて,雄 をなむや りける。
五月の節句であろうか,女 は沼でアヤメを刈 り,男 は野原で鷹狩をして雄を捕えた。その
ことを歌にし,また獲物の雄を女のもとに贈る,そ れだけのことを語る。
あるいは六十三段 は,こ の物語の主人公は女性 なら誰でも相手にした,美 しいか醜いかを
問わず,若 いか年寄 りかも問題にしなかったということを表わす有名な章段である。 日本の
まじめな国文学者の中には,滑 稽艶笑謳的なこの章段を嫌 う人 もいるが,ス ペインの ドン ・
フアン同様,プ レイ ・ボーイというのはすべての女性に美点を見出す才能をもつものなのか
もしれない。だから,相手 を選ばない。いやすべてを選びとる。老女 もうら若い処女 も,公
爵夫人も洗濯女 も,ス カー トさえはいていればすべてが色恋の対象 となる。むか し,年老い
た母親がなんとか愛人がほしい ものだと思った。三人の息子のうち,上 の二人は見苦 しいこ
とだと思って取 り合わなかったが,末 の息子は母親のために愛人を探 してやろうと思う。 し
か も,並みの男ではなく,母親孝行のために,当代随一の美男子の業平 を連れて行 こうとす
る。すると,ち ょうど業平が 「狩 しあ りきけるに行 きあひて」ねんごろに頼み込み,母 親 に
会わせ ることに成功する。
あるいは六十九段。この章段 も有名であ り,この物語が 『伊勢物語』とい う名で普及する
理由となる章段である。まず,
「むか し,お とこ有けり。そのおとこ,伊勢の国に狩の使 にい きけるに,か の伊勢の斎宮
なりける人の親,『常の使 よりは,こ の人よくいたはれ』 といひやれ りければ,親 の言なり
ければ,い とねむごろにいたはりけ り。朝には狩 にいだしたててや り,夕 さりは帰 りつつ,
そこに来させけ り」
と始まる。「狩の使」 というのは,勅 使 を地方の国々に派遣 して鷹狩 をさせて,そ の獲物
を朝廷の饗宴などに使ったのだという。「食(を)す 」 とい う古語がある。 このことばは
「治(を さ)め る」 ということばを派生する。諸国の獲物や産物を食べ ることが諸国を治め,
支配することをも意味 したのだと考えられる。 フレイザーが 『金枝篇』の中で取 り上げた類
感呪術的な発想である。また,こ の 「狩の使」は諸国の治政の状況 を視察する,朝 鮮の 「暗
行御使」的な役割 を果たしていたのかもしれない。いずれに しろ,こ の男主人公は伊勢の国
に行 き,そ こで皇女であり伊勢神宮の最高神官になっている,本 来は人間の男が決 して触れ
てはならない女性 と通 じてしまう。そのタブーである恋愛に陥った二人の心の動 きを簡潔 に
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描いて優艶な趣のある美 しい章段なのだが,今 はそれについては触れるまい。
また,八 十二段 も美 しい章段である。
「むか し,惟喬の親王 と申す親王おは しましけ り。山崎のあなたに,水 無瀬 といふ所に宮
ありけ り。年ごとの桜の花 ざか りには,そ の宮へ なむおはしましける。その時,右 の馬頭な
りける人を,常 に率ておはしましけり。時世へて久 しくな りにければ,そ の人の名忘れにけ
り。狩はねむごろにもせで,酒 をのみ飲みつつ,や まと歌にかかれりけ り。いま狩する交野
の渚の家,そ の院の桜ことにお もしろ し。その木のもとにお りゐて,枝 を折 りてかざしにさ
して,上 中下みな歌よみけ り。馬頭な りける人のよめる。
世中に絶えて桜のなかりせば春の心はの どけからまし
となむよみたりける」
この 「世中に絶えて桜のなか りせば」 とい う歌が有名であ り,桜が咲 くのを今か今か と待
ち焦がれ,満 開になったかと思う束の間,は らはらと散 り始めるのを惜 しむ,日 本人の桜 に
籠める思いをよく表 した歌なのだが,こ こに出て くる大阪の交野は禁野として皇室の狩猟地
であった。そしてまた忘れてならないのは,実 は百済か ら渡来 した人びとの居住地で もあっ
たのことである。
続 く八十三段 も,
「むか し,水無瀬にかよひ給 し惟喬の親王,例 の狩 しにおは します供 に,馬頭なる翁仕 う
まつれ り。 日ごろ経て,宮 に帰 りたまうけ り」
とあって,業 平 とおぼしき人物は惟喬親王 とともに頻繁に交野で狩 りをしていたことになる。
ここではすでに 「翁」 と表現 されている。「初冠」の後に初々しく鷹狩 を始め,女 性 を 「狩




むか し,仁和の帝,芹 河 に行幸 したまひける時,今 はさること似げな く思けれど,も とつ
きにける事なれば,大 鷹の鷹飼にてさぶらはせたまひける。摺狩衣の訣 に書 きつけける。
翁 さび人なとがめそ狩衣けふばか りとそ鶴 も鳴 くなる
おほやけの御気色 もあしか りけり。をのが齢 を思ひけれど,若か らぬ人は聞きおひけりと
や。
仁和の帝 というのは光孝天皇をいうことになり,時代的に少 し合わないのだが,そ れは今
は不問に付 しておこう。業平はすでに老人になっている。 このような鷹狩の行幸 には若いこ
ろから常に随行 したので,今 回 もお伴 をすることになったが,以 前はさっそうと身に着けて
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いた狩 りの装束,そ してそれをびりっと破って歌 を書 きつけて女性に贈 ったものであったが,
それがもうすっか り老いさらばえた肉体 には似合わなくなっている。 しか し,今 日だけは,
人びとよ,そ れを見aめ ないでほしい,鷹 に狩 られる運命の鶴 も今 日までの命だと鳴いてい




野 とならば鶉 となりて鳴きをらんか りにだにやは君はこざらん
まったく捨て去 られて荒れた野原になってしまったら,わたしは鶉 になって鳴いていましょ
う。 しか し,鷹狩にさえもうあなたは来られないので しょうか,と いうわけである。
『伊勢物語』では鷹狩 と女性との恋愛が並行 して,と きには絡み合いなが ら進められ,そ
して年老いるとともにその二つともに終息することになる。
むか し,お とこ,わづ らひて,心 地死ぬべ くおぼえければ,
つゐにゆく道 とはかねて聞きしかどきのふ今 日とは思わざりしを
私は 「井邑詞」 と 『伊勢物語』の 「井筒」の章段の関わ りだけを証明 しようと思っていた
のだが,実 は 『伊勢物語』全体が百済王族の子孫の物語なのだ といっていいように思われる。
なぜなら,鷹狩は百済王族のお家芸だったか らである。
徐居正の 『太平閑話滑稽伝』などを読む と,朝鮮 には 「海東青」 という鷹の逸物がいたと
いう。またモ ンゴルが世界帝国を築 き上げた時代,高 麗の美人 と,そ して優れた鷹が徴発 さ
れ,高 麗ではそれに応 じて結婚都監および提鷹別監が置かれた という不幸な歴史がある。韓
半島には美人 も確かに多 くいたのだろうが,優 れた鷹がた くさんいて,そ の鷹 を飼養 して狩
りに用いることが韓半島ではずっと古い時代から行 われていたのだと思われる。
日本には仁徳天皇の時代,漢 字や儒教 とともに,鷹 狩の技術が百済か らもたらされた。
『日本書紀』仁徳紀に次のような記述がある。
「四十三年の秋九月の庚子の朔 日に,依 網屯倉の阿弓耳古,異 しき鳥 を捕 りて,天 皇に献 り
て白さく,『臣,毎 に網 を張 りて鳥を捕るに,未 だ曾て是の鳥の類 を得ず。故,奇 びて献る』
とまうす。天皇,酒 君を召 して,鳥 を示せて曰はく,『是,何 鳥ぞ』 とのたまふ。酒君,対
はて言さく,『此の鳥の類,多 に百済に在 り。馴 し得てば能 く人に従ふ。亦捷 く飛びて諸の
鳥を掠る。百済の俗,此 の鳥を号 けて倶知 と日ふ』 とまうす。(是,今時の鷹 なり)乃 ち酒
君に授けて養馴む。幾時 もあらず して馴 くること得 たり。酒君,則 ち章の絡を以て其の足 に
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著け,小 鈴を以て其の尾に著けて,腕 の上に居ゑて,天 皇に献る。是の日に,百 舌鳥野に幸
して遊猟 したまふ。時に雌維,多 に起つ。乃ち鷹 を放ちて捕 らしむ。忽 に数十の雑を獲つ。
是の月に,甫 めて鷹甘部 を定む。故,時 人,其 の鷹養ふ処 を号けて,鷹 甘邑と日ふ」
『日本書紀』の紀年などあまり信用することはできないが,仁 徳天皇の43年とあるか らに
は,5世 紀の初めと考えていいと思われる。そのとき,珍 しい鳥が捕 まって,天 皇に献上 さ
れた。だれ もその鳥のことを知らないので,酒 君 に見せたところ,酒君 はその鳥は百済には
たくさんいて,人 び とはそれ を飼いならして狩に用いていると応える。「クチ」 という百済
の古語がここに記録されて遺されている。このことばは今の韓国語には見当たらないようで
ある。この鳥,す なわち鷹 を酒君に与えて飼いならさせた。酒君はこの鷹を飼いならして鈴
をつけて天皇に献上 した。そこで,天 皇は鷹狩 をしたところ,実 に数十羽の雑 を獲 ることが
で きたとい うのである。 この酒君は百済王族であった。名前からすれば,酒 の醸造方法 も百
済から日本に伝えたことになろう。 この一族が 日本の鷹甘(飼)部 の祖先になったのだと書
かれていることになるが,百 済か らは何度 も何度 も日本に渡来 して来た人びとがいたことに
なる。
桓武天皇あるいは在原業平の祖先に当たる純陀太子は武寧王の子だというから,日本に渡
来 したのは6世紀だと考えてよさそうである。その後 も,7世 紀の後半 には百済が滅亡 して
大勢の人びとが渡来することになった。その人びとの中にもさらに優れた鷹狩の技術を携え
て来た人びとがいただろうと思われるが,桓 武天皇は鷹狩 を大変に好んだ。昔の母方居住制
で育った子 どもは母方に居住 し,母方の文化の影響 を強 く受けることになるから,桓武天皇
の鷹狩は趣味の域 を越えているといってよいかもしれない。二,三 の記録を挙げて見よう。
『続 日本紀』によれば,延 暦二年(783)の十月,桓 武天皇は交野に鷹狩に行っている。
その曾孫の在原業平が准喬親王と頻繁 に出かけた場所である。
「戊午,交 野 に行幸 して,鷹 を放ちて遊猫 したまふ。○庚 申,詔 して,当 郡の今年の田租
を免 したまふ。国郡司 と行宮の側近の高年 と,井せて諸司の陪従せる者に,物賜ふこと各差
有 り。また,百 済王らの行在所に供奉る者一両人に階を進め,爵 を加ふ。百済寺 に近江 ・播
磨の二国の正税各五千束を施す。正五位上百済王利善に従四位下を授 く。従五位上百済王武
鏡に正五位下。従五位下百済王元徳 ・百済王玄鏡 に並に従五位上。従四位上百済王明信に正
四位下,正 六位上百済王貞善に従五位下。○壬戌,車 駕,交 野より至 りたまふ」
戊午 とい うのは14日,その日に出かけて鷹狩 をして,翌 ・々日の16日,よほど鷹狩に満足 し
たのか,そ の土地の今年の税金を免除して,国 郡の役人たちと行宮所でお世話を した者たち
に褒美 を与えた。そ して,百 済王一族の品階を上げて,百 済寺に五千束の稲を与えた。ちな
みに,大 阪府枚方市にはこの百済寺の趾がある。東西に塔 をもち,金 堂と講堂を備 えた大伽
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藍であったことがわかる。またその横 には百済神社があって,今 なお多 くの信者 を集めてい
る。 この地には百済か らやって来た人びとが集落 を成 して住んでいたのである。「植民地」,
あるいは 「亡命政府」が ここにあったといってもいいのかもしれない。ここには百済王一族
の名前がず らりと列挙されている。すなわち,百 済王利善,武 鏡,元 徳,玄 鏡,明 信,貞 善。
この交野での狩 りと百済王族 との交歓がよほど楽しかったのかさらに宿泊 して,都 に帰った
のはその翌々日のことだった。
四年後の延暦六年十月(787)にも,桓武天皇は交野に鷹狩に出かけている。フランスで
いうgibierの季節で もあ り,冬の方が雄などの獲物 は肥えて膏が乗 っていて美味なのであ
ろう。それを百済伝来の醸造法によるbeaujolaisnouveauとともに味わったのである。
「丙 申,天皇,交 野に行幸 し,鷹を放ちて遊猫 したまふ。大納言従二位藤原朝臣継縄の別
業を行宮 としたまふ。○己亥,主 人,百 済王 らを率ゐて種々の楽を奏る。従五位上百済王玄
鏡 ・藤原朝臣乙叡 に並に正五位下を授 く。正六位上百済王元信 ・善貞 ・忠信に並 に従五位下。
正五位下藤原朝臣明子に正五位上,従 五位下藤原朝 臣家野に従五位上。元位百済王明本に従
五位下。是の日,宮 に還 りたまふ」
丙申とい うのは17日,桓武天皇はやは り交野に行幸 して鷹狩をした。今回は藤原継縄の別
荘に宿泊 して,己 亥の20日には百済王一族が 「種々の楽を奏 る」 とあることから,音楽を演
奏 して桓武天皇 を喜ばせたことになる。その褒美 として藤原氏 とともに,百済王一族の品階
を上げた とい うことになるが,百 済王の一族 として名前が上がっているのは玄鏡,元 信,善
貞,忠 信,そ れから明本。前回と同じ名前 もあるが,違 った名前 も出て くる。 ここでい う
「種々の楽」 というのは百済伝来の音楽だったと考えられるが,こ の中にまさしく 「井邑詞」
などが入ってなかったかと想像することはで きないであろうか。桓武天皇は交野の地で鷹狩
りを楽 しむとともに,母 方の故郷である百済の音楽を堪能 したのである。桓武天皇の曾孫で




生まれ,そ れを使 って物語 も生まれる。その代表が 『伊勢物語』であ り,そこで高々 と謳わ
れた 「みやび」の美意識が 『源氏物語』では 「もののあはれ」 となってさらに進化 したとい
う図式的な説明がなされる。そのこと自体に異論を立てるつもりはないが,『伊勢物語』 に
は韓半島か ら流れて来た人びと,あ るいは百済 という国を失 って 日本 に来ざるを得 なかった
人びとの,故国では跡形もなくなって しまった文化が息づいているといわざるをえない。もっ





『日本古典文学大系 日本書紀 上 ・下』(東京 岩波書店1965年～1967年)
『新日本古典文学大系 竹取物語 ・伊勢物語』(東京 岩波書店1997年)
『新日本古典文学体系 続 日本紀 一～五』(東京 岩波書店1989年～1998年)
『原本影印 韓国古典叢書 楽学規範』(ソウル 大提閣1973年)
『新増東国輿地勝覧』(ソウル 亜細亜文化社1974年)
『韓国古典影印大宝 増補文献備考』(ソウル 明文堂1959年)
また,次 の本 なども参考 にしているが,今 回の発表は,そ の正否は読者の判断に任せ ざるを得ないも
のの,千 年にもおよぶ 「伊勢物語』享受 と研究の歴史の中にまったく新 しい論点を導入したつ もりの
ものであり,特 に注 として挙げるべ き先行の書物 ・論文はないことを了承 されたい。
金思樺 ・趙演鉱著 『朝鮮文学史』(東京 北望社1971年)























梅山先生は 『楽学軌範』 に記されている百済歌謡 ・井邑詞(ジ ョンウプサ)と 日本の 『伊
勢物語』の筒井筒(井戸枠で背比べ をして遊んでいた幼馴染が結婚 したという物語)を比べな
が ら,百済文化の影響関係 について推論 しています。「井戸がある村」 という意味 を持つ井
邑と,「井戸枠」を意味する井筒 という名前 も似ています。
梅山先生は影響関係の根拠 として,そ の内容から1)井 邑詞 と筒井筒 ともに夫 を案ずる妻
の詩歌 とい う点2)筒 井筒の背景 となっている生駒 山周辺に多 くの百済人が住んでいたとい
う点 と,伊勢物語の主人公 と推測される業平が百済武寧王の血を継いでいるという点3)百
済の鷹狩 りの伝統が6世 紀頃から日本 に伝 えられ 『伊勢物語』にも記 されている点などを挙
げています。
先生の話を伺 うと,事実 として多 くの関連性が感 じられ,至 極妥当な推論だと思います。
先ず,夫 を案ずる妻の詩歌 という点ですが,「月よ,高 く上って,あ の人が泥淳に足 を取 ら
れないよう照 らしてお くれ」 という井邑詞の内容 と,夜 中に山を越え浮気相手のところに向
かう夫 に対 し,嫉妬をせずに寧ろ心配し祈 る 「筒井筒」の内容が似ているように思います。
中でも 「あの方 をずっと見てお りますゆえ,雲 よ,生駒山を隠さないで」 という部分の発想
も似ています。
実際,私 も 『伊勢物語』 を初めて読んだ時,数 ある女性遍歴についての物語のうち,こ の
「筒井筒」だけとて も異色だと感 じたのですが,よ うや くその謎が少 し解けた気が します。
当時の和歌 には 「忍ぶ恋」や愛 しい恋人への切 ない恋を詠んだものが一般的でしたが,「筒
井筒」は,結 婚 をしてハ ッピーエ ンドとなり,妻が夫の浮気 にも堪え忍びなが ら 「綺麗に化
粧 もして誠を尽 くす姿は夫 を感動させた」 というところが,極 めて儒教的(韓 国的)と いう
印象を受けた点です。切なさを強調する平安時代の 「もののあはれ」の美意識 において,
「完成 し満たされた」愛は美的ではないと感 じたからです。(私も以前女性学研究所の依頼
で 「和歌に記 されている愛の修辞 と美学」 というテーマで文を書いてお ります。)
そこで一つ 目の質問ですが,い わゆる 「貞淑な妻のイメージ」を強調 している他の例に関
して伺いたく思います。あまりないのであれば,そのような面からも 「井邑詞」 と 「筒井筒」
の影響関係は,物 語のパ ターンか らも類似点を見出せそうです。
次 に,「鷹狩 り」についてですが,こ の部分は初めて耳にする話で大変興味深いもので し
た。鷹狩 りは百済王族が愛好 し行 っていて,『日本書紀』や 『続 日本記』に百済人の鷹狩 り
の技について多 く紹介されている点や,鷹 狩 りを管理する 「鷹甘部」 を設置するきっかけに
なったとい う点。また 『伊勢物語』で 「鷹狩 り」 と 「女性 をものにすること」が比喩的に等
価のこととして多 く取 り上げ記されている点など,画期的な発見をされた と思います。特 に,
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桓武天皇の鷹狩 りは趣味の領域を超えてお り,百済王族の子孫である母方の血 を受け継いだ
ものと梅山先生は見ていらっ しゃいます。
また,桓 武天皇が鷹狩 りの後に音楽会を開いたという記録 として 『続 日本記』の内容を紹
介 して下さいました。在原業平の最 も有名な和歌 「世の中に 絶えて桜のなか りせば 春の心
は の どけからまし」 という作品で詠まれた 「交野」(ここにおいでの桃山学院大学の先生方
がおられる大阪地域)が,百 済人の鷹狩 り地域 として有名だったということを初めて知 りま
した。
桓武天皇が百済人とともに鷹狩 りに興 じ音楽会 を催 したというくだ りから,二 つ目の質問
をいたします。先生もこの時恐らく 「井邑詞」が演奏された可能性があると考えていらっしゃ
います。恐 らくそうだと思います。当時,百 済人は酒宴で故郷を懐かしむ詩歌 を多 く詠んで
いたであろうと思われます。当時のこのような音楽会に関する記録が多 く記されているのか
についてお伺いしたいです。
先生のご指摘通 り,残念ながら今 日に伝 わる百済歌謡は井邑詞わずか一首です。戦火で焼
失 した り,口伝歌謡であったこともあ り記録が残 っていません。 しかしなが ら,当時 日本 に
渡ってきた百済人の音楽 を通 じて,内 容だけでも逆推論できる方法 もあると思います。朝鮮
(李朝)時 代の文人ソン ・ヒョン(成侃)の 『楽学軌範』に井邑詞が収録され今 日に伝わる
ように,日 本の音楽書籍に伝わる百済歌謡を調べ るの もよい研究になろうか と思います。孔
子がそうであったように,過 去においては音楽が文人の必須教養で もあ りました。
あ りが とうご ざい ま した。
(啓明大学校人文大学 日本語文学科教授CC玉 姫)
